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　秋田大学腎泌尿器科学講座の成田伸太郎と申します．昨年 4月に編集委員を仰せつかり，初めて編集後
記を書かせていただいております．本号は原著 1編，症例報告 5編の掲載となりました．掲載論文を通し
て読ませていただき思ったことが 2つございます．
　1つ目は徹底した治療前診断の重要性です．本号の症例報告では術前に施行された興味深い画像を多く
添付いただいておりますが，実地診療では手術を行った後に実は稀な病態であったことに気が付くという
ことを経験します．本誌査読でも同様の経過を目にすることがございます．術前のルーチン検査で通常な
病態と合致しない所見がある場合は，ぜひ納得のいくまで追加検査を考慮することが重要かと感じます．
過度な検査施行も問題ですが，臨床の感覚で納得できない部分があればぜひ徹底した術前検査を心がけて
いただきたいと思います．このことが手術時の「想定外」を防止すると同時に，症例報告にもつながるよ
り詳細な振り返りや深い考察ができるのではないかと感じます．
　2つ目は，本号掲載の報告はいずれも従来型の腹腔鏡手術の話題でありました．昨今ロボット支援手術
の普及が目覚ましい状況です．手術支援ロボットという新たなmodalityを用いた手術が一般化すること
で新たな疑問や気づきが数多く生まれているのではないかと感じています．私自身の分野でもこれまで腹
腔鏡で行っていた手術を da Vinci surgical systemで行う機会が増えました．利点，欠点，「こつ」など，
従来型の腹腔鏡手術と異なる点が多々あろうかと思います．ぜひ今後は本誌においてもロボット支援手術
をテーマにした投稿も増えてくることを期待したいと思います．最近は投稿論文の数がやや減少傾向にあ
ると聞いております．本雑誌編集は幅広い内視鏡外科分野から申請される投稿論文を分野の違う編集委員
が科横断的に議論しあうきわめて貴重な機会と感じております．編集会議は基本的にはポジティブなスタ
ンスでどのようにすれば投稿いただいた論文を掲載できるのかを中心に議論しております．分野の違う医
師から広い視野で多角的に意見を受ける機会は少ないと思います．投稿が不採用の場合も根拠を明示し，
真剣に申請者へお送りしているつもりですので，自身のスキルアップのためにわれわれを利用する気持ち
でどしどし投稿いただけたらと思います．

（成田伸太郎）
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第 27 巻 3 号
—掲載予定論文—

●症例報告
95 歳以上の超高齢大腸癌患者に対し腹腔鏡補助下の大腸癌根治切除術を行った 2 例 
� 額田　卓・他　神奈川県立がんセンター

胃癌術後に腹腔鏡・内視鏡合同胃局所切除術を施行した残胃 GIST の 1 例 
� 甲斐田 大貴・他　福岡大学筑紫病院外科

腹腔鏡下修復術を施行した高度肥満の白線ヘルニアの 1 例 
� 間瀬 純一・他　岐阜大学大学院医学系研究科消化器外科・小児外科

TEP 法により修復した水腎症を伴った鼠径部尿管ヘルニアの 1 例 
� 山本 真大・他　原三信病院外科

誌面の都合により変更がある場合があります．あらかじめご諒承ください．
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